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【このページの催しに関する申込み・問合せ】　かに NPO センター　tel:　0574-60-

（特）可児市 NPO 協会

【会計講座　決算編】

日　 時 ： 2017 年３月 17 日、 24 日 （金）

　　　   　 13 時 30 分～ 15 時 30 分　　  
場　 所 ： かにＮＰＯセンター

参加費 ： 各回 500 円

定   員 ： 20 名 （先着順）

期末となる３月、日々の集計と決算書の
作成を行います。事業者の方もどうぞ。

【可児自炊塾 ソウルフード】

日　 時 ： 2017 年３月 19 日 （日）

　　　   　　11 時 00 分～ 13 時 00 分　　  
場　 所 ： かにＮＰＯセンター

参加費 ： 500 円

定   員 ： 15 名 （先着順）

いろんな地域の食べ物を食べながら
おしゃべりしましょう♬

【コネット防災講座】

第 1 回開催日

日　 時 ： 2017 年４月 26 日 （水）

　　　   　 10 時 00 分～ 12 時 00 分　　  
場　 所 ： かにＮＰＯセンター

参加費 ： 500 円 （資料代含む）

定   員 ： 20 名 （先着順）

女性目線の防災講座
子どもの成長と家族のハッピーにつながる防災

全６回の防災講座。 今までの防災術に女性目線を加

えると誰もが居心地の良い避難所運営を提案すること

ができます。 まず、 今の自分にできそうなことを一緒

に見つけていきましょう♬



　
終わりました！ 自炊塾シンポジウム

　大分県佐伯市職員柴田真佑さんをお招きし、 佐伯市

の食によるまちづくりについての話を伺いました。 佐伯市

の 「食のまちづくり条例」 は食を大切にすることにより普

遍的にまちづくりを進めていくことを目的に策定されたも

のだそうです。

　柴田さんは冒頭で十月十日体内で生命を宿し、 自ら

の命を危険にさらしながら母になる女性のスライドショー

を流しました。 「このパワー無くしてまちづくりが成り立た

ちません。 命がけで新たな命を繋いでくれた女性のパ

ワーはすごいです。 男は何もできません。」 と話されまし

た。 そして、柴田さんと食育の出会い 「子どもが作る “弁

当の日”」。 命がけで産まれてきた子どもたちを精魂込

めて育て、 社会に送り出したいものです。 その為の手段

として佐伯市では子どもたちが 「献立・買い出し・調理・

箱詰め ・ 片づけ」 までを一人で行う 「子どもが作る “弁

当の日”」 を市内の小中学校で実践し、 高校を卒業す

2016 年 2 月 18 日（土）　可児市文化創造センター

講　　　師 ： 柴田真佑さん （公務員）

パネリスト ： 平田幸恵さん （キャリアコンサルタント）

　　　　　　 ： 渡邉雅美 （可児自炊塾担当）

（特）可児市 NPO 協会

ると同時に一人暮らしを始める子どもに向けて 「巣立つ

君たちへの自炊塾」 を開催しているそうです。

　後半のクロストークは市の職員として様々なことを市民

に提供する心構えをお話下さいました。 そして 「子ども

が作る “弁当の日”」 を子育てに取り入れ、 可児自炊

塾を担当する渡邉が実際に子どもたちがどのような変化

が起こっているか体験談を、 平田さんはキャリアコンサ

ルタントとして食とまちづくりをどのように捉えているかとい

う視点で進行しました。

　午前中から午後まで終始涙が止まらない講演会でし

た。 柴田さんの話は可児市内の子どもたち全員に聞い

て欲しい。 というご意見を参加者の皆さんからいただき

ました。

　
可児市ボランティア連絡協議会

かに NPO センター視察研修
2016 年 2 月 20 日 （月）

かに NPO センター

　可児市ボランティア連絡協議会の皆さんと社会福祉

協議会の方が研修で、 かに NPO センターの視察にい

らっしゃいました。

・ （特） 可児市 NPO 協会がどういったところなのか

・ かに NPO センターでは何を利用できるのか

・ NPO 団体とはどういった団体を指すのか

３つのテーマに沿って進行しました。

　今後も連携できるところは手を取り合い活動していきた

いと思います。



 新 着 図 書

ガバナンス　２月号　特集：包摂的な地域社会への視座

地域づくり　２月号

ぎょうせい

（一財）地域活性センター

★子育てインフォメーション★

可児市まちづくり助成金対象事業

～報告会のご案内～

（特）可児市 NPO 協会

子育てと足

・ ジャンプをすると膝が伸びたまま着地する。

・ 行進すると手と足が同時に出てくる。

・かかとをつけたまましゃがむことができず、後ろにひっ 

　くり返ってしまう。

　こんな子どもが増えていて保育園の先生が頭を抱

えています。 これは運動神経の悪さが原因ではなく、

足のバランスが崩れていることも関係しています。 足

には３つのアーチがあり、 三脚カメラのように３点でバ

ランスをとっています。 そのバランスが崩れたままで

生活していると、 不安定な状態で立っていることと同

じなので、 非常に疲れやすくなります。 子どもが運動

中に足が攣るのは靴の履き方にも原因があると思わ

れます。また、乳児のうちから靴下を履かせることによっ

て親指が使われず、 不自然なハイハイをする赤ちゃ

んが増えています。

　足指の変形を予防するためには正しい靴を選ぶことが

大切です。

～子どもの靴選びのポイント～

①サイズ表記よりも取り出した中敷きに合わせてサイズを

   確認する。

②立った状態で中敷きに足を乗せる。

③中敷きに足が全て収まり、 足指先に１センチのゆとりが

   必要。

④折り返しの面ファスナーが２カ所以上ついている靴が

   ベスト。

　子どもの成長痛といわれるもの、 大人の膝痛 ・ 腰痛 ・

肩こりなどは足指の変形からくる体の歪みが原因の一つ

となっています。 自分に合った靴で元気に生活していき

たいですね。

■　足指が変形している子どもが増えている。

■　運動ができない理由は運動神経の良し悪しではないかもしれない。

日　 時 ： 2017 年３月 18 日 （土）

　　　  　　 13 時 00 分～ 15 時 00 分　　  
場　 所 ： 総合会館分室 2 階大会議室

実績報告団体 （順不同）

〇可児 CON2016 実行委員会

　 ・ ・ ・ 可児 CON2016

〇 「歩こう愛岐」 の会

　 ・ ・ ・ 「歩こう愛岐」 活動事業

〇可児市民第九合唱団

　 ・ ・ ・ クリスマスコンサート 2016

〇昭和のあそびパーク実行委員会

　 ・ ・ ・ 昭和のあそびパーク

〇岐阜県助産師会　中濃地区

　 ・ ・ ・ マタニティ向け講座

　　　～めざせ !!　HAPPY お産♡ HAPPY 子育て～

〇ハッピースタイルネット

　 ・ ・ ・ 子どもが作る 「弁当の日」

〇 （一社） 可児青年会議所

　 ・ ・ ・ 青少年育成事業～カニ　ハロウィン～

可児市でどんな活動が市民の力で行われているのか

興味のある方、これから活動してみたい方

自由に見学できます。





　

示示 板板掲掲 このコーナーでは、広報紙同封情報送付シートでお寄せいただいた各団体からの情報を掲載していきます。
また、ホームページ上の「市民活動カレンダー」にも掲載します。　皆様からの情報をお待ちしています！

コンセプトは「癒されたいすべての大人に贈る
究極の癒しの空間」。
各種セラピー、スピリチュアルリーディング、
占いのほか、各種マッサージ、整体、ネイルな
ど体のケアや美容をサポートする約 30 ブース
が集結。クラフトや菜食弁当を扱う飲食ブース
も見逃せない！詳しくは「ヒーリング蚤の市」
で検索。

◆◆ヒーリング蚤の市　#10 ◆◆

【主　催】　 BSI

【問合せ】　090-4260-3595 （小川）

NPO センターホームページで

各団体活動スケジュールＰＲ

かに NPO センターの HP からセンター会議室の空

き状況が確認でき、 仮受付ができるようになりました。

各市民団体の活動スケジュールも分かりやすく載って

います。 まちづくり活動助成の情報も分かりやすくなり

ました。

http://kani-npo.gr.jp/

センターに届いた情報は様々な媒体を使って発信していきます！ぜひ情報をお寄せください。

掲載媒体によって締切が異なりますので詳しくはかに NPO センターでご確認ください。

日　時：3 月 11 日 （土）

　　　　　　10 時 30 分～ 16 時 30 分

場　所： 可児市文化創造センター ala

　　　　　　入場無料

（特）可児市 NPO 協会

日　 時 ： 2017 年 3 月 11 日 （土）

　　　　　　13 時 30 分開演 （13 時開場）

場 　所 ： 可児市文化創造センター ala　主劇場

入場料 ： 1,000 円 （全席指定）

本公演の収益とお客様から頂いた支援金は、 被災地の心の復

興のために、 岩手 ・ 宮城県沿岸部の被災者支援団体に寄託

いたします。

◆◆祈りのコンサート◆◆

【主　 催】   （公財） 可児市文化芸術振興財団

【問合せ】   可児市文化創造センター

　　　　　0574-60-3311　

【チケット取扱い】

可児市文化創造センターインフォメーション

　　　　　0574-60-3050

東日本大震災復興支援コンサート
～被災地へ届け、私たちは忘れない～

日　 時 ： 2017 年 3 月 12 日 （日）

　　　　9 時 30 分～ 15 時 30 分

場 　所 ： 可児市文化創造センター ala

　　　　レセプションホール

受講料 ： 1,000 円

定　員：50 名

持ち物：筆記用具

◆◆第２回シニア共生大学◆◆

【主　 催】   のうひ葬祭

【申込み】   0120-240-702
　　　　受付時間 9 時 30 分～ 17 時 30 分

　　　　申込み締切　3 月 10 日 （金）

ご家族の将来に効く講義が満載。
昼食と参考資料がついて受講料は 1,000 円のみ

1 時限目

2 時限目

3 時限目

4 時限目

家族葬について

健康的な食生活の大切さについて

腰痛について

相続と保険と不動産～皆様に知って

おいていただきたいこと～





助成金情報

地域福祉を支援する「わかば基金」
リサイクルパソコン部門 

【実施団体】
（社福） NHK 厚生文化事業団 

【関連 URL】
https://www.npwo.or.jp/info/2791 

【申請書送付先・問合せ】
NHK 厚生文化事業団 「わかば基金」 係

〒 150-0041　東京都渋谷区神南 1-4-1

電話　03-3476-5955

メール　info@npwo.or.jp 

【募集時期】　2017 年 2 月 1 日～ 2017 年 3 月 31 日 
【対象分野】情報化社会 職業能力開発 雇用拡充 
【対象事業】　施設 ・ 設備 

【内容／対象】
●パソコンを利用して地域で活発な福祉活動に取り

組んでおり、 台数を増やすことで、 より高齢者や障害

者に役立ち、 活動の充実を図れるグループ

● 1 グループにつき、 3 台まで

●総数 50 台ほどを支援予定

【応募制限】 
地域に根ざした福祉活動を行っているグループ

任意のボランティアグループまたは NPO 法人 
【応募方法】
申込書を郵送で送付 

【選考方法】
当事業団内に設けられた選考委員会で審査のうえ、

支援先を決定 

決定時期

6 月末に申請したグループに結果を郵送 

　【編集発行】かにＮＰＯセンター　Tel：（0574）60 － 1222　Fax：（0574）60 － 1250
　　　　　　　〒 509-0203　岐阜県可児市下恵土 5166-1　可児市総合会館分室内
　【利用時間】9：30 ～ 17：30（年中無休）　　HP：http://www.kani-npo.gr.jp
　　　　　　　e-mail ：knc@kani-npo.gr.jp       facebook：http://www.facebook.com/kaninpo

★★  編集後記  ★★

【お知らせ】　かにＮＰＯセンターでは、Facebook でさまざまな情報を発信しています。　
　　　　　　講座・イベントのご案内・市民活動のようすなどを随時掲載しております。是非ご覧ください。
　　　　　　Facebook ページ：http://www/facebook.com/kaninpo

　年度末、今年度の総仕上げ。会計をまとめたり、次年度の予定を組んだりと市民活動団体の一番忙しい時期
になりました。かに NPO センターでも来年度の講座の内容が決まりました。どんな出会いがあるのかドキド
キワクワクしながら、準備をしています。（W)

（特）可児市 NPO 協会

ドコモ市民活動団体助成事業

【実施団体】
（特） モバイル ・ コミュニケーション ・ ファンド

【関連 URL】　http://www.mcfund.or.jp/

【申請書送付先・問合せ】
〒 100-6150　東京都千代田区永田町 2-11-1

山王パークタワー 41 階

電話　03-3509-7651 （平日 10 時～ 18 時）

メール　info@mcfund.or.jp

【募集時期】　2017 年 2 月 20 日～ 3 月 31 日

【対象活動】
子どもの健全な育成を支援する活動

経済的困難を抱える子どもを支援する活動

【対象団体】
①日本国内に活動拠点を有する民間の非営利団体

で法人格を有するもの。 又は 6 月末までに法人登記

が完了見込みの団体

②複数の団体が連携した協働事業の場合は、 代表

申請団体が上記①の要件を満たしていること

③任意団体については５人以上のメンバーで構成さ

れ、 かつ２年以上の活動実績があり、 活動状況につ

いてホームページ、 SNS による定期的な情報発信を

行っている団体

④助成期間中の活動状況について、 ホームページ、

SNS による定期的な情報発信や MCF からの活動報

告依頼に了承した団体

【助成金額】
子どもの健全な育成を支援する活動

総額　2,500 万円 / 上限　100 万円

経済的困難を抱える子どもを支援する活動

総額　1,000 万円 / 上限　100 万円

【助成対象期間】
2017 年 9 月 1 日～ 2018 年 8 月 31 日


